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インターバンクの声 （2017 年 2 月 2 日） 
 

トランプ米大統領が日本と中国が長年にわたって通貨安政策を取ってきたと批判し

たことで 112 円台前半までドル売り・円買いが進んだ円相場だったが、東京市場で

は意外に感じられるほどあっさりと 112 円台後半、そして 113 円台へとドルが買い戻

された。 

米国、しかも現職の大統領が直々に通貨安を批判してくれば、以前なら 3～4 円位

は平気でドル売り・円買いが進んだと記憶しているが、昨日は 112 円台前半に留ま

った時間も短かったことには驚いた。 

安倍首相や浅川財務官の反論が思いのほか効果的だったとの声も聞かれたが、市

場にトランプ米大統領のこの手の発言に免疫ができ始めてきた証なのかもしれない。

ロンドン市場で比較的穏やかな相場が続いた後、ニューヨーク市場では ADP 雇用

統計やISM米製造業景況指数が市場予想を上回る結果を示し、円相場も 113円台

後半までドルの上昇が続いたが、114 円台を見ることなく米連邦公開市場委員会

（FOMC）後には再び 112 円台にドルが下落してしまった。 

利上げに向けて委員会メンバーがタカ派に傾かなかったことが気に食わなかったよ

うだが、ドルの上値が重いと感じている投資家が多いのも確かだ。 
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